






集号を組み，１９９９年には Journal of Microfinance が創刊されるなど，マ
イクロファイナンスの存在が，途上国における貧困削減政策として実務家，
研究者を問わずに長年重要視され続けている (Armendariz de Aghion and


















































































































































































































































４） 本節のより詳細な議論は，Armendariz de Aghion and Morduch (2005) や

















で明らかにされてきた (Armendariz de Aghion and Morduch 2005, Ghatak and
Guinnane 1999)。特に連帯責任制がこれらの問題を解決するメカニズムは






連帯責任制による Peer screening は，前述の逆選択問題を緩和し，返
済率を上昇させる上で重要な役割を果たし得る５）。グラミン銀行をはじめ
５） Peer screening に関する主な理論的研究として，Armendariz de Aghion and















して返済率を増加させる効果がある (Armendariz de Aghion and Gollier 2000)。
３．２．２． Peer Monitoring
連帯責任制の導入は，グループメンバーの形成後も返済率増加に対して
様々な影響がある。その一つがメンバー同士での監視 (Peer monitoring) の
強化である。Stiglitz (1990) や Banerjee, Besley, and Guinnane (1994) に示
されているように，連帯責任制を導入することにより，借り手同士で相互





































































しも自明ではない (Ahlin and Townsend 2007, Guttman 2008)。むしろ，連帯
責任制の導入は借り手に過剰なプレッシャーを与えるため，プログラムの
























and Lensink 2007)。例えば，Karlan (2007) が指摘するように，peer monitor-
ing に関する多くの実証研究では，グループメンバーが peer screening に
よって内生的に決定されることによるバイアスをコントロールすることが
非常に困難である。この問題に対処するため，Karlan (2007) はペルーの















を借り手同士で自由に決めさせた場合，若干であるが peer screening によ
る positive assortative matching の傾向が見られた。そして最後に，どの
信用契約に対しても，動学的インセンティブは返済率を有意に上昇させる
効果がある。










Cassar and Wydick (2009) は，マイクロファイナンスゲームのほかに
Trust game も行った。このデータを用いて，被験者から信頼関係などの
データを抽出し，グループメンバー内での信頼関係がローンの返済に重要
な要因であることを示した。Cassar, Crowley, and Wydick (2007) からも
これと同様な分析結果が得られている。さらに彼らは，Kono (2006) とは
異なり，メンバー同士での相互扶助が存在することを示している。









Armendariz de Aghion and Morduch (2005) にもまとめられるように，
未だマイクロファイナンスの貧困削減効果は定かではない。マイクロファ
イナンスの提供するサービスや制度はそれぞれ異なり，それらによって効

































の，Pitt and Khandker (1998) で得られた結果は見られなかった。一方
Chemin (2008) も同じデータを用いて Propensity Score Matching の手法
によって効果を分析した結果，消費水準や子供の教育に対して正の効果を
発見した一方，消費の変動に対しては有意な効果は見られなかった。
その他にも，Mark Pitt と Shahidur Khandker は様々なアプローチを用
いてマイクロファイナンスの効果を推定した。Pitt, Khandker, McKernan
and Latif (1999) は，男性が加入した場合に限り，避妊具の使用を増加さ
せ，子供の出生を減少させる効果があることを示した。また Pitt, Khand-
ker, Chowdhury, and Millimet (2003) は女性が加入した場合に限り，子供
の健康状況が改善されたことを発見した。さらに Pitt, Khandker, and
Cartwright (2006) は女性の加入は家計内での女性の交渉力を上昇させ，逆




































の間でのトレードオフも考えられる (Conning 1999, Cull, Demirguc-Kunt and
Morduch 2007)。
マイクロファイナンスの普及を促す処方箋を提案する上で，Wydick,























































































ばデフォルトしてしまう可能性がある (Ashraf, Karlan, and Yin 2006, Basu





る。Kaboski and Townsend (2005) は操作変数法を用いて，また Field and
Pande (2008) はランダマイゼーションを用いて，返済頻度が返済率に有意




















８） 本稿では hyperbolic discounting の詳細な理論的枠組みについては議論しな
い。時間選好率に関するサーベイとしては Angeletos, Laibson, Repetto, To-











set Poverty Dynamics の文脈における Poverty Trap Threshold もしくは Micawber
Threshold）を下回ってしまった場合，そのような家計は貧困の罠にはまり，
貧困から脱却することが不可能となる可能性がある (Barrett, Carter, and Lit-





























































実 際，Shoji (2009b) は Difference-in-Differences Propensity Score
Matching を用いて，災害時の一時的なリスケジューリングが借り手の流
動性制約への直面を回避し，高利貸しからの借入額を有意に減少させたこ








９） Natural disasters might affect borrowers’ solvency as well as their liquidity.





































































































































































































































































































































































































































































































































































ある (Smirnov 1939, Gail and Green 1976)。K-S 検定の構造は以下のとおり
である。F R (x )と F N (x )を，それぞれ対象者，非対象者グループの変数 X
における，経験分布とする。また D ，D，D を以下のように定義する。
D minx F(x )N  F(x )R    （１）
Dminx F(x )N  F(x )R    （２）
D max D  D      （３）
表２：リスケジューリング対象家計と非対象家計の比較
対象者 非対象者





































これらの統計量がゼロに近い場合，これは F R  F N を意味する。本稿
では，帰無仮説，D  0，に対して，以下の３つの対立仮説を検証する。
H1 : D  0  （４）
H2 : D 0 （５）














































































































































































































































失，c，を被ることになる。この場合，借り手 i が j とグループを組んだ
場合の期待利得は，
EUij  pi pj (Yr)pi (1pj )(YrC)
である。そのため，高リスクタイプ，低いタイプどちらにとっても，低リ













れが Positive assortative matching である。
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